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研究シーズの概要 

知識グラフはエンティティ（人・物・事柄・概念）を頂点、エンティティ間の関係性を辺としてグラフで表現した知識の表現

形式で、情報検索や自然言語処理の分野で利用されています。また、人工知能と人間の双方が理解できる知識の表

現形式として注目されています。生成系 AI の急速な発達によって「信頼できる AI」の構築は人工知能分野における重

要な課題となっています。本研究では、物語文などのテキストデータから「信頼できる知識グラフ」の構築手法の研究とそ

の応用について研究を行っています。 

研究シーズの詳細 

◆研究例１◆

多くの知識グラフでは、RDF という形式を用いて知識を

表現します。RDF では主語、述語、目的語の 3 つ組で 1

つの知識を表現します。主語と目的語はエンティティを表現

し、述語はエンティティ間の関係性を表現します。  

テキストを解析して得られる係り受け木は木構造を持つ

グラフです。テキストの係り受け木に出現する特徴的なグラ

フ構造と、テキストから得られる知識には関連性があること

が分かっています。本研究では、グラフマイニングアルゴリズ

ムを用いて、テキストの係り受け木から知識（主語、述

語、目的語の 3 つ組）を抽出し、知識グラフを構築する

手法の研究を行っています。

◆研究例２◆

テキストなどから得られた知識を論理プログラミングにおけ

る事実とみなして、事実と規則を用いて知識グラフを推論

する手法の開発を行っています。事実と規則を用いて推論

を行うことで、テキストには明示的に示されていない新たな

知識の獲得が可能になります。さらにグラフマイニングアルゴ

リズムを用いて知識グラフから有益な情報の獲得を行う研

究を行っています。

想定される用途・応用例 

◆テキストデータからの知識抽出と知識グラフデータベースの作成

◆知識グラフによる情報の可視化や分析

◆知識グラフを用いた情報検索や情報推薦などの活用

セールスポイント 

データのモデル化とグラフ構造データを対象としたデータマイニングについて研究を行っています。例えば、地図データやネ

ットワークデータなどをグラフで表現し、そこから共通構造を発見するグラフマイニングアルゴリズムの開発を行っています。知

識グラフは知識そのものをグラフでモデル化するという考えで、近年の AI の発達によって注目を集めています。現在はテキ

ストデータから知識グラフを作成する研究を行っていますが、様々なデータに対応していければと思っています。 
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